
（1）　第620号　令和６年８月５日発行　安　全　運　転　｢毎月１回５日発行｣ (昭和44年11月18日第三種郵便物認可)

発行所・発行人　 岡山県安全運転管理者協議会連合会
岡山県運行管理者協議会連合会

　　　　　　　〒700-8512　岡山市北区内山下２-４-６
　　　　　　　TEL（０８６）２３４-０11０
定価１部75円(但し、会員の購読料は、会費に含めて徴収) 

「気を抜くな　ハンドル持つ手は　帰るまで」令和６年度 
「安管・運管」交通安全スローガン

令和５年中の四輪乗車中の事故死者は、20人。
そのうち、７人（35.0%）の方が、
シートベルトを着用していませんでした。
令和５年中全交通事故死者数 49人（前年対比－25人）

なぜ着用しない？
シートベルト！

ID：anzenunten
パスワード：driver

登録用URL　https://okym-ankan-unkan.gr.jp/regist/

メール配信サービス登録のお願い。メール配信サービス登録のお願い。
機関紙「安全運転」、最新の交
通安全情報、講習会の情報な
どをメールで配信するサービス
を令和6年10月1日から開始の
予定です。右記のQRコード、
下記の（URL）から必要情報の
ご登録をお願いします。

カチッ！カチッ！カチッ！カチッ！

夏の交通事故防止夏の交通事故防止
いよいよ本格的な夏がやってきます！イベントや旅行などで外出の機会も増えます。
暑さに負けず、次のことに注意して交通事故防止に取り組みましょう。

○ レジャーシーズンは道路が大混雑…　無理のない、余裕のある計画を！　
　 早めの休憩。合図・信号など交通ルールを遵守！

○ シートベルト・チャイルドシートは、あなたや家族を守る命綱…　全席着用できたら出発進行！

○ 夏休みは子どもたちの外出機会が増える…　子どもたちが出かける前には「交通事故に気を付けて」と一声かける！
    運転中に子どもを見かけたら、思いやりのある運転と早めのブレーキ！

○ 夏は夜に外出する機会が増える…　歩行者・自転車の方は、夜光タスキなどの反射材を着用！
    運転者の方は、早めのライト点灯・上向きライトへこまめな切り替え！

○ 飲酒運転は、お酒の量や運転する距離に関係ない…　 絶対に車を運転しない！運転させない！許さない！

○ 自転車も車両です…　自動車、歩行者に注意して、交通ルールを守り安全運転！

○ レジャーシーズンは道路が大混雑…　無理のない、余裕のある計画を！　
　 早めの休憩。合図・信号など交通ルールを遵守！

○ シートベルト・チャイルドシートは、あなたや家族を守る命綱…　全席着用できたら出発進行！

○ 夏休みは子どもたちの外出機会が増える…　子どもたちが出かける前には「交通事故に気を付けて」と一声かける！
    運転中に子どもを見かけたら、思いやりのある運転と早めのブレーキ！

○ 夏は夜に外出する機会が増える…　歩行者・自転車の方は、夜光タスキなどの反射材を着用！
    運転者の方は、早めのライト点灯・上向きライトへこまめな切り替え！

○ 飲酒運転は、お酒の量や運転する距離に関係ない…　 絶対に車を運転しない！運転させない！許さない！

○ 自転車も車両です…　自動車、歩行者に注意して、交通ルールを守り安全運転！
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◎６時から10時の間に事故が多発しています。

件日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
５ 34 31 29 21 25 13

１

70
60
50
40
30
20
10

0 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代～
人身事 故 件 数
死　　者　　数
負　傷　者　数

２

２

37
１
44

39

42

34

37

22

22

10

12

14

15
◎20歳代、30歳代の事故が多発しています。

信号無視
最高速度
右側通行

禁止場所追越
右左折方法

通行妨害
交差点安全進行義務

歩行者妨害等
自転車妨害等

交差点徐行
一時不停止
積載不適当

酒酔い・酒気帯び
過労

ハンドル等操作不適
前方不注視
動静不注視
安全不確認

安全速度

人身事故件数
死者数
負傷者数

職業運転 業務運転 出勤 退勤
勤務中 通勤 その他

人身事故件数
死　 者 　数
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◎通勤中に事故が多発しています。
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安全運転管理者選任事業所の交通事故発生状況（令和６年1月〜令和６年6月末現在）

1.交通事故発生状況

２.時間別発生状況 ３.曜日別発生状況

４.目的別発生状況 ５.年齢層別発生状況

６.原因別発生状況

（注）　人身事故件数は、選任事業所が第１当事者となった事故の件数をいう。
　　　　死者数・負傷者数は、その事故によって死傷した人数をいう。（以下同じ）

区　　分 人身事故件数 死　者　数 負　　傷　　者　　数
重　　傷 軽　　傷 計

安
管
事
故

令和６年 　158　 　　　　1　 16　 158　 174　
令和５年 　144　 　　　1　 21　 141　 162　
増
減

数 14　　 　　　0　 -5　　 17　 12　
率 　　　9.7％ 　　　0.0　 -23.8　　 12.1％ 7.4％

信　号
無　視

最　高
速　度

右　側
通　行

禁止場所
追　　越

右左折
方　法

通　行
妨　害

交差点安全
進行義務

歩行者
妨害等

自転車
妨害等

交差点
徐　行

一　時
不停止

積　載
不適当

酒酔い・
酒気帯び 過　労 ハンドル等

操作不適
前　方
不注視

動　静
不注視

安　全
不確認

安　全
速　度

人身事故件数 10 2 １ 19 4 5 1 2 6 53 17 35 3
死　　者　　数 1
◎前方不注視による事故が多発しています。
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◎50歳代の事故が多発しています。

人身事故件数
死者数
負傷者数

職業運転 業務運転 出勤 退勤
勤務中 通勤 その他
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死　 者 　数
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◎勤務中に事故が多発しています。
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信　号
無　視

通　行
禁　止

最　高
速　度

車間距離
不保持

進路変更
禁　止

通　行
区　分

追越し
方　法

交差点安全
進行義務

歩行者
妨害等

自転車
妨害等

交差点
徐　行

一　時
不停止

酒酔い・
酒気帯び 過　労 ハンドル等

操作不適
前　方
不注視

動　静
不注視

安　全
不確認

安　全
速　度 その他

人身事故件数 2 3 4 2 1 2 6 25 5 16
死　　者　　数 1 1

運行管理者選任事業所の交通事故発生状況（令和６年1月〜令和６年6月末現在）

1.交通事故発生状況

２.時間別発生状況 ３.曜日別発生状況

４.目的別発生状況 ５.年齢層別発生状況

６.原因別発生状況

（注）　人身事故件数は、選任事業所が第１当事者となった事故の件数をいう。
　　　　死者数・負傷者数は、その事故によって死傷した人数をいう。（以下同じ）

区　　分 人身事故件数 死　者　数 負　　傷　　者　　数
重　　傷 軽　　傷 計

運
管
事
故

令和６年 　67　 　2 　8 60 68
令和５年 　67　 　1 11 61 72
増
減

数 　0　 　1 -3 -1 -4
率 0％ 100％ 　-27.3％　　 -1.6％ -5.6％

◎前方不注視による事故が多発しています。
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夏！！
レジャーや帰省で
遠出の機会が
多くなります。

計画は余裕をもって！
渋滞… 疲れ…

全員必ずシートベルト！
後ろの席も！

安全はすべてに最優先。
楽しい休日を過ごしましょう。

交通場面のイラストに基づいて、いくつかの
危険を指摘してみましょう。

★状況
　・生徒たちが下校しています。
　・生徒たちの後ろから対向車が近づいてきました。

Ｑ�１　どのような危険がありますか？��

学校の近くを運転しています。

※解答は９ページに掲載します。

Ｑ�２　どのようなことに注意して運転をしますか？

 倉敷安全運転管理者協議会
 地区協議会活動状況

車両貼付用マグネットステッカーの作成・配布
倉敷安全運転管理者協議会 ( 会長　橋本 典男 ) は、「横断歩道における歩行者優先」を徹底
させるため、車両用のマグネットステッカーを作成しました。
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止
め
て
し
ま
っ
た
時
間

　

私
は
現
在
服
役
中
で
す
。

　

３
年
前
に
は
こ
ん
な
事
に
な
る
と
は
、

思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
は
夏
も
終
わ
り
に
近
づ
く
あ
る
日

の
こ
と
で
す
。
私
の
不
注
意
か
ら
、
た
っ

た
一
つ
し
か
な
い
大
切
な
命
を
奪
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

今
か
ら
思
え
ば
、
当
時
の
私
は
普
通
免

許
を
取
得
し
た
ば
か
り
で
、
運
転
に
伴
う

リ
ス
ク
と
責
任
に
対
す
る
意
識
が
欠
け
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
私
は
、
大
学
の
友
人
か
ら
「
こ

の
時
間
の
電
車
に
乗
り
た
い
」
と
言
わ
れ
、

駅
に
向
か
っ
て
運
転
を
始
め
ま
し
た
。

　

今
か
ら
思
え
ば
、
そ
れ
は
間
に
合
う
は

ず
も
な
い
時
間
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
私
は
何
と
か
間
に
合
わ
せ

よ
う
と
思
い
、
時
速
90
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
の
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
、
交
差
点
に
進

入
し
ま
し
た
。

　

先
を
急
ぐ
私
は
、
一
つ
先
の
信
号
機
に

ば
か
り
注
意
が
向
い
て
い
た
た
め
、
青
信

号
で
横
断
を
始
め
た
被
害
者
が
目
に
入
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

被
害
者
の
方
を
撥
ね
た
私
は
直
ぐ
に
車

を
止
め
、
友
人
に
救
急
隊
へ
の
通
報
を
頼

む
と
被
害
者
の
も
と
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。

そ
し
て
車
道
上
に
い
た
被
害
者
の
方
を
安

全
な
歩
道
ま
で
運
び
、
必
死
に
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
い
ま
し
た
。

　

す
る
と
事
故
を
目
撃
し
た
人
達
が
私
の

周
り
に
集
り
、
色
々
話
す
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
が
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
あ
る
私

の
耳
に
は
何
も
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
警
察
の
方
が
到
着
し
、

私
は
そ
の
場
で
逮
捕
さ
れ
、
留
置
場
に
入

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
警
察
署
で
の
取
り
調
べ
の
中
で
、

被
害
者
の
方
が
亡
く
な
っ
た
と
聞
か
さ
れ

ま
し
た
。

　

被
害
者
の
方
は
、
私
と
同
じ
短
期
大
学

に
通
う
一
学
年
上
の
先
輩
だ
と
い
う
こ
と

を
後
で
知
り
ま
し
た
。

　

留
置
場
で
は
、「
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
」
と
い
う
不
安
と
、「
人
を
殺

し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
後
悔
の
た
め
一

睡
も
で
き
ず
、
被
害
者
の
方
が
横
た
わ
る

姿
が
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

御
遺
族
に
は
、
未
だ
直
接
謝
罪
す
る
事

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

事
件
直
後
に
私
の
母
と
兄
が
訪
問
し
、

ご
焼
香
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
際
、
本
来
な
ら
私
が
受
け
る
べ
き
叱

責
を
代
わ
り
に
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

判
決
は
、
過
失
運
転
致
死
罪
で
、
禁
固

１
年
６
ヶ
月
以
上
２
年
６
ヶ
月
以
下
で
し

た
。

　

人
の
命
を
奪
っ
た
割
に
は
、
こ
の
判
決

は
軽
く
、
だ
か
ら
こ
そ
出
所
後
に
償
い
を

続
け
る
必
要
が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
受
刑
生
活
の
中
で

様
々
な
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

交
通
規
則
に
対
す
る
考
え
方
や
御
遺
族

の
心
情
、
そ
し
て
私
自
身
の
事
件
に
対
す

る
向
き
合
い
方
な
ど
、
受
刑
前
に
は
深
く

考
え
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

は
正
面
か
ら
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
償
い
は
こ
う
す
る
べ
き
だ
」
と
い
う

答
え
は
ま
だ
み
つ
か
り
ま
せ
ん
が
、「
私

が
最
低
限
す
る
べ
き
事
は
何
か
」
と
か
、

「
償
い
と
は
何
か
」
を
真
剣
に
考
え
、「
御

遺
族
の
た
め
何
を
す
べ
き
か
」
を
少
し
ず

つ
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
の
起
こ
し
た
事
件
に
よ
り
、
御
遺
族

の
苦
し
み
は
一
生
続
き
、
決
し
て
癒
え
る

事
は
無
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
の
帰

り
を
待
つ
家
族
や
友
人
に
も
辛
い
思
い
を

さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
の
家
族
は
、
今
で
も
テ
レ
ビ
な
ど
で

交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る
と
辛
い

気
持
ち
に
な
る
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

警
察
の
方
か
ら
聞
か
さ
れ
た
「
被
害
者

は
決
し
て
一
人
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
言
葉

の
意
味
を
、
今
の
私
は
理
解
で
き
ま
す
。

　

被
害
者
の
方
に
は
、
家
族
や
親
族
を
は

じ
め
、
恋
人
や
友
人
、
そ
し
て
会
社
の
関

係
者
な
ど
多
く
の
方
が
い
ま
す
。

　

私
の
軽
は
ず
み
な
行
動
で
、
被
害
者
の

将
来
を
奪
っ
た
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
親

族
に
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
、
一
生
癒
え
る

こ
と
の
な
い
心
の
傷
を
残
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
私
の
家
族
や
親
族
に
も
肩
身

の
狭
い
思
い
を
さ
せ
、
大
き
な
負
債
を
背

負
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
自
分
が
犯
し
た
事
件
の
事
は
忘

れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
真
正
面
か
ら
事
件

と
向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、「
自

分
の
軽
は
ず
み
な
行
動
が
ど
れ
ほ
ど
周
り

に
迷
惑
や
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
考

え
、慎
重
な
運
転
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

つぐないの碑
あ
や
ま
ち
を

反
省
し

社
会
人
と
し
て

立
直
る
こ
と
を

誓
い
ま
す

（市原刑務所内に設置）

（
注
）
一
般
財
団
法
人

�

東
京
都
交
通
安
全
協
会
発
行

　
　
　
「
贖
い
の
日
々
」

　
　

︱ 

交
通
事
故
の
悲
劇
を
繰
り

　
　
　
　

返
さ
な
い
た
め
に
︱
か
ら
転
載

A
・
S　

短
期
大
学
生
（
10
代
）
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国
民
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
て
い
る
我

が
国
の
物
流
は
、
現
在
危
機
に
瀕
し
て
い
ま

す
。
長
時
間
の
荷
待
ち
、
契
約
に
な
い
附
帯

作
業
の
実
施
、
価
格
転
嫁
の
困
難
さ
な
ど
物

流
事
業
者
が
直
面
す
る
課
題
は
山
積
し
て
い

る
一
方
、
物
流
業
界
の
多
重
構
造
を
背
景
に

荷
主
事
業
者
に
は
そ
の
課
題
が
認
識
さ
れ
に

く
い
状
況
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

が
物
流
業
界
の
低
賃
金
・
長
時
間
労
働
、
さ

ら
に
は
業
界
の
担
い
手
減
少
に
よ
る
人
手
不

足
と
い
う
形
で
現
れ
て
い
ま
す
。

　

長
時
間
労
働
の
是
正
に
向
け
、
今
年
4
月

か
ら
自
動
車
運
送
業
等
に
お
い
て
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
後
、
担
い
手
の
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ

る
担
い
手
不
足
が
進
む
と
、
２
０
３
０
年
度

に
は
全
国
で
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
36
％

程
度
不
足
す
る
と
の
試
算
が
発
表
さ
れ
る
な

持
続
可
能
な
物
流
の

実
現
に
向
け
て

今
取
り
組
む
こ
と

中
国
経
済
産
業
局
長　

實
國　

慎
一

ど
、
我
が
国
の
物
流
へ
の
影
響
が
大
き
く
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
６
月
、
中
小
企
業
庁
が
公
表

し
た
「
価
格
交
渉
促
進
月
間
（
２
０
２
４
年

３
月
）
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
」
に
お
け
る

価
格
転
嫁
の
業
種
別
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
全

産
業
の
価
格
転
嫁
が
46.
1
％
に
対
し
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
の
価
格
転
嫁
率
は
28.
1
%

で
、
27
業
種
中
最
下
位
で
し
た
。

　

必
要
な
人
数
の
担
い
手
確
保
や
適
正
な
労

務
費
確
保
等
の
た
め
の
価
格
転
嫁
が
実
現
で

き
な
け
れ
ば
、
今
後
、
物
流
事
業
者
に
よ
る

物
流
機
能
の
維
持
が
厳
し
く
な
り
、
ひ
い
て

は
、
荷
主
事
業
者
の
企
業
活
動
も
困
難
に
な

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
時
間
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今

こ
そ
、
着
荷
主
を
含
む
荷
主
事
業
者
と
物
流

事
業
者
が
一
緒
に
な
り
、
物
流
が
直
面
す
る

諸
課
題
を
共
有
し
、
解
決
に
向
け
た
実
効
性

の
あ
る
対
策
を
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

既
に
、
昨
年
６
月
に
「
物
流
の
適
正
化
・

生
産
性
向
上
に
向
け
た
荷
主
事
業
者
・
物
流

事
業
者
の
取
組
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
荷
主
事
業
者
の
皆

様
に
は
、
契
約
の
書
面
化
、
荷
役
作
業
等
に

係
る
対
価
の
支
払
い
、
運
賃
と
料
金
の
別
建

て
契
約
等
に
よ
る
運
送
契
約
の
適
正
化
な
ど

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
記
載
事
項
の
遵
守
を
徹
底
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種

の
特
性
を
踏
ま
え
た
物
流
改
善
の
た
め
の

「
自
主
行
動
計
画
」
に
つ
い
て
も
、
各
団
体

所
属
の
事
業
者
に
お
か
れ
て
は
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
業
界
に
お
け
る
適
正
な
価
格
転
嫁
の
実

現
に
向
け
て
、
荷
主
事
業
者
と
物
流
事
業
者

の
双
方
が
「
労
務
費
の
適
切
な
転
嫁
の
た
め

の
価
格
交
渉
に
関
す
る
指
針
」
を
踏
ま
え
た

行
動
を
取
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
荷
主

事
業
者
に
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

を
活
用
し
て
、
物
流
事
業
者
と
共
存
共
栄
を

目
指
す
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

中
国
経
済
産
業
局
に
お
き
ま
し
て
も
、
関

係
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
物
流
の
適
正

化
・
生
産
性
向
上
に
向
け
、
取
引
G
メ
ン

の
活
動
や
事
業
者
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た

取
組
支
援
な
ど
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
関
係
す
る
事
業
者
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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（表１）業種別 価格交渉と価格転嫁との比較

価格転嫁率価格転嫁
46.1%全体
61.0%化学1位
53.5%製薬2位
51.9%機械製造3位
51.5%飲食サービス4位
51.2%電機・情報通信機器5位
50.0%食品製造6位
49.9%繊維7位
49.1%造船8位
48.6%鉱業・採石・砂利採取9位
48.3%電気・ガス・熱供給・水道10位
47.1%情報サービス・ソフトウェア11位
47.1%小売11位
47.1%自動車・自動車部品11位
47.0%卸売14位
46.9%広告15位
46.9%建設15位
46.2%金属17位
45.1%紙・紙加工18位
44.4%建材・住宅設備19位
43.9%石油製品・石炭製品製造20位
43.5%印刷21位
42.1%不動産業・物品賃貸22位
40.8%通信23位
39.1%廃棄物処理24位
35.3%金融・保険25位
33.7%放送コンテンツ26位
28.1%トラック運送27位
44.3%その他-

 価格交渉が比較的行われている業種は、価格転嫁（値上げ）にも応じている傾向（例：化学、製薬）。
 他方、価格交渉には応じているが、結果としての転嫁（値上げ）を認める割合は低い業界もある
（例：廃棄物処理、印刷）。

平均点数価格交渉
6.52全体
7.54化学1位
7.39鉱業・採石・砂利採取2位
7.38製薬3位
7.18電気・ガス・熱供給・水道4位
7.01廃棄物処理5位
6.98飲食サービス6位
6.94繊維7位
6.89卸売8位
6.88情報サービス・ソフトウェア9位
6.70小売10位
6.70広告10位
6.63食品製造12位
6.61建設13位
6.54印刷14位
6.51電機・情報通信機器15位
6.46造船16位
6.44機械製造17位
6.42紙・紙加工18位
6.38放送コンテンツ19位
6.33自動車・自動車部品20位
6.15通信21位
6.15不動産業・物品賃貸21位
6.12金属23位
6.10建材・住宅設備24位
5.62トラック運送25位
5.23石油製品・石炭製品製造26位
5.21金融・保険27位
ーその他-

物流の適正化・生産性向上に向けた
荷主事業者・物流事業者の取組に関するガイドライン（概要）

（１）実施が必要な事項
・荷待ち時間・荷役作業等に係る時間の把握
・荷待ち・荷役作業等時間
時間以内ルール 時間以内努力目標

１．発荷主事業者・着荷主事業者に共通する取組事項

・物流管理統括者の選定
・物流の改善提案と協力
・運送契約の書面化 等

（２）実施することが推奨される事項
・予約受付システムの導入
・パレット等の活用
・検品の効率化・検品水準の適正化

・物流システムや資機材 パレット等 の標準化
・共同輸配送の推進等による積載率の向上
・荷役作業時の安全対策 等

（１）実施が必要な事項
・出荷に合わせた生産・荷造り等

２．発荷主事業者としての取組事項

・運送を考慮した出荷予定時刻の設定
（２）実施することが推奨される事項
・出荷情報等の事前提供
・物流コストの可視化

・発送量の適正化 等

（１）実施が必要な事項
・納品リードタイムの確保

．着荷主事業者としての取組事項
（２）実施することが推奨される事項
・発注の適正化 ・巡回集荷 ミルクラン方式 等

（１）実施が必要な事項
〇共通事項
・業務時間の把握・分析
・長時間労働の抑制
・運送契約の書面化 等

．物流事業者の取組事項

〇個別事項（運送モード等に応じた事項）
・荷待ち時間や荷役作業等の実態の把握
・トラック運送業における多重下請構造の是正
・「標準的な運賃」の積極的な活用

（２）実施することが推奨される事項
〇共通事項
・物流システムや資機材 パレット等
の標準化
・賃金水準向上

〇個別事項（運送モード等に応じた事項）
・倉庫内業務の効率化
・モーダルシフト、モーダルコンビネーションの促進
・作業負荷軽減等による労働環境の改善 等

．業界特性に応じた独自の取組
業界特性に応じて、代替となる取組や合意した事項を設定して実施する。

参考：「物流の適正化・生産性向上に向けた荷主事業者・物流事業者の取組に関するガイドライン」を策定しました （ 経済産業省）

年 月 日
経済産業省・農林水産省・
国土交通省 同時発表
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新
事
故
の
心
理
・
安
全
の
心
理

は
じ
め
に

　

本
年
７
月
15
日
に
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

挙
の
共
和
党
立
候
補
者
指
名
大
会
の
演
説
中

に
、
ト
ラ
ン
プ
前
米
大
統
領
が
銃
撃
さ
れ
る

と
い
う
事
件
が
あ
り
、
世
界
中
の
メ
デ
ィ
ア

が
大
々
的
に
報
道
し
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で

知
っ
た
我
々
も
衝
撃
を
受
け
る
と
同
時
に
、

銃
や
凶
器
に
よ
っ
て
言
論
の
自
由
を
封
じ
よ

う
と
す
る
蛮
行
に
恐
怖
と
怒
り
を
禁
じ
得
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

選
挙
戦
半
ば
の
出
来
事
で
、
今
後
の
ア
メ

リ
カ
及
び
世
界
の
動
向
等
に
関
し
て
安
易
な

予
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
は
た
だ
世
界
の

ニ
ュ
ー
ス
か
ら
目
を
逸
ら
す
こ
と
な
く
、
冷

静
に
我
々
と
の
接
点
を
意
識
し
な
が
ら
適
切

な
対
応
を
思
索
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

我
が
国
の
社
会
で
も
、
多
様
な
不
祥
事
が

頻
発
し
て
不
愉
快
な
毎
日
で
す
が
、
こ
れ
を

他
人
事
と
し
て
無
視
し
た
り
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
し
た
り
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
読
者
の
皆
様
の
業
界
や
、

組
織
・
会
社
な
ど
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
組
織
行
動
学
の

リ
ー
ダ
ー
で
「
心
理
的
安
全
性
」
が
担
保
さ

れ
る
チ
ー
ム
構
成
（team

ing 

チ
ー
ミ
ン
グ
）

の
提
唱
者
で
あ
る
エ
ド
モ
ン
ド
ソ
ン
博
士
の

理
論
を
学
ぼ
う
と
思
い
ま
す
。

エ
ド
モ
ン
ド
ソ
ン
の
「
心
理
的
安
全
性
」

　

ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
学
び
、

後
に
研
究
チ
ー
ム
で
活
躍
し
て
い
る
組
織
行

動
学
の
女
性
研
究
者
で
あ
る
エ
ド
モ
ン
ド
ソ

ン
は
、
病
院
医
療
や
生
産
企
業
の
組
織
行
動

の
実
態
調
査
研
究
を
行
い
次
の
よ
う
な
結
論

を
得
ま
し
た
。

　

例
え
ば
職
場
で
は
、
職
員
10
人
が
個
々
に

働
い
た
結
果
の
総
和
よ
り
も
、
10
人
が
１

チ
ー
ム
と
な
っ
て
働
い
た
結
果
と
し
て
の
業

績
や
生
産
性
の
方
が
高
く
な
る
が
、
そ
の
必

要
条
件
と
し
て
、
チ
ー
ム
内
で
は
５
つ
の
力

学
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。

　

チ
ー
ム
の
５
つ
の
力
学
と
は
以
下
の
項
目

が
機
能
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
の

よ
う
な
チ
ー
ム
作
り
の
こ
と
を team

ing

（
チ
ー
ミ
ン
グ
）
と
名
づ
け
て
高
く
評
価
し

ま
し
た
。

①　

心
理
的
安
全
性
（
個
人
の
失
敗
は
チ
ー

　

ム
の
メ
ン
バ
ー
が
理
解
し
て
受
け
入
れ
、

　

自
分
1
人
だ
け
の
自
己
責
任
に
な
ら
な

　

い
）

②　

チ
ー
ム
信
頼
性
（
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
提

　

案
を
受
容
し
た
ら
全
員
が
力
を
合
わ
せ
て

　

実
行
す
る
）

③　

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
（
チ
ー
ム
に
は
全

　

員
が
了
解
し
意
思
決
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
が

　

働
く
）

④　

チ
ー
ム
機
能
の
意
味
（
チ
ー
ム
と
し
て

　

行
う
仕
事
に
意
味
・
や
り
甲
斐
が
感
じ
ら

　

れ
る
）

⑤　

影
響
力
（
自
分
の
チ
ー
ム
の
作
業
が
組

　

織
全
体
の
目
標
達
成
に
貢
献
し
て
い
る
）

　

特
に
①
の
「
心
理
的
安
全
性
」
は
、
ア
メ

リ
カ
の
み
な
ら
ず
、
世
界
各
国
が
「
自
国
第

一
主
義
」
を
唱
え
、
自
国
や
同
盟
国
に
と
っ

て
有
利
な
主
張
を
す
る
が
、
味
方
に
と
っ
て

不
都
合
な
こ
と
に
は
口
を
つ
ぐ
み
、
拒
否
権

を
発
動
し
た
り
す
る
こ
と
を
抑
止
す
る
か
ら

最
重
要
の
力
学
で
す
。

　

も
っ
と
正
々
堂
々
と
自
ら
の
立
場
や
ア
イ

デ
ア
を
表
明
す
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
ま

た
他
者
の
主
張
を
受
容
し
理
解
し
合
え
る

チ
ー
ム
作
り
に
よ
っ
て
、
協
調
と
協
働
の
機

運
が
高
ま
る
は
ず
で
す
。
我
が
国
の
立
場
を

顧
み
つ
つ
、
次
の
テ
ー
マ
に
移
り
ま
す
。

「
心
理
的
安
全
性
」
の
心
理
学

　

今
回
は
特
に
チ
ー
ム
力
学
の
中
の
「
心
理

的
安
全
性
」
に
注
目
し
ま
し
た
。
こ
の
概
念

を
提
唱
し
た
エ
ド
モ
ン
ド
ソ
ン
の
根
底
に
あ

る
理
屈
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
概
念
の
背
景
に
少
し
心
理

学
的
な
考
え
が
あ
る
の
で
簡
単
に
説
明
し
ま

し
ょ
う
。

　

彼
女
の
主
張
に
よ
る
と
、
複
数
の
人
間
が

集
ま
っ
て
チ
ー
ム
が
形
成
さ
れ
る
と
、
チ
ー

ム
メ
イ
ト
の
中
に
は
自
分
の
意
見
を
表
明
し

た
り
、
メ
ン
バ
ー
の
発
言
に
疑
問
を
持
っ
て

質
問
し
た
り
、
メ
ン
バ
ー
同
士
が
討
議
を
し

た
り
す
る
の
が
自
然
で
す
。
し
か
し
そ
の
際

に
、
も
し
発
言
を
拒
み
、
無
口
に
な
ら
ざ
る

を
え
な
い
者
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
は
そ
の
状
況
を
放
置
し
て
は
な

ら
な
い
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
無
口
で
あ
る
自
由
は
保
障
さ
れ

る
べ
き
で
す
が
、
無
口
な
チ
ー
ム
メ
イ
ト
が

複
数
存
在
す
る
と
、
チ
ー
ム
全
体
の
疑
問
、

反
対
意
見
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
等
が
埋
も
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
全
体
の
活

性
化
が
抑
制
さ
れ
、
ひ
い
て
は
組
織
の
生
産

性
が
落
ち
込
む
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

で
は
複
数
の
人
間
が
集
ま
っ
て
チ
ー
ム
を

作
っ
た
場
合
に
、
何
故
メ
ン
バ
ー
が
発
言
を

控
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
政
治
家
が
「
捜
査
に

影
響
す
る
の
で
発
言
を
差
し
控
え
ま
す
」
と

い
う
決
ま
り
文
句
は
聞
き
飽
き
ま
し
た
が
、

エ
ド
モ
ン
ド
ソ
ン
の
心
理
学
的
説
明
に
は
説

得
力
が
あ
り
ま
す
。
表
１
を
参
照
し
な
が
ら

お
読
み
く
だ
さ
い
。

「
心
理
的
安
全
性
」
を
脅
か
す
４
つ
の
不
安

　

エ
ド
モ
ン
ド
ソ
ン
は
「
心
理
的
安
全
性
」

を
脅
か
す
４
つ
の
不
安
が
あ
り
、
該
当
す
る

チ
ー
ム
メ
イ
ト
は
そ
の
不
安
を
克
服
す
る
た

め
に
自
己
印
象
操
作
を
無
意
識
に
行
う
、
と

説
明
し
ま
す
。
４
つ
の
不
安
と
自
己
印
象
操

作
の
関
係
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

①　

無
知　

無
知
だ
と
思
わ
れ
る
不
安　

　
　
　

➡　

知
っ
た
か
ぶ
り
を
す
る
、　　

　
　
　
　
　

 

不
明
点
を
質
問
し
な
い

　

②　

無
能　

無
能
だ
と
思
わ
れ
る
不
安　

　
　
　

➡　

で
き
る
ふ
り
を
す
る
、
能
力
不

　
　
　
　
　

足
や
失
敗
を
隠
す

　

③　

邪
魔　

邪
魔
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　

不
安　

　
　
　

➡　

問
題
な
い
ふ
り
を
す
る
、
発
言

　
　
　
　
　

を
控
え
る

　

④　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
だ
と
思

　
　
　
　
　
　

わ
れ
る
不
安　

　
　
　

➡　

満
足
し
て
い
る
ふ
り
を
す
る
、

　
　
　
　
　

 

否
定
的
な
意
見
を
言
わ
な
い

「
心
理
的
安
全
性
」
が
担
保
さ
れ
る
組
織
と
社
会

　
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
報
告
を
実
の
あ
る
も
の
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

安
全
と
安
心 

心
の
ま
な
び
ば 

代
表

川
崎
医
療
福
祉
大
学　

名
誉
教
授

主
幹
総
合
交
通
心
理
士　

健
康
心
理
士

�

　

金　

光　

義　

弘
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４
つ
の
不
安
は
い
ず
れ
も
自
己
評
価
を
下

げ
た
り
、
自
尊
心
が
傷
つ
く
可
能
性
が
あ
る

内
容
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
人
間
は
、
そ
れ
を

防
ぐ
た
め
に
無
意
識
に
自
己
評
価
を
保
ち
、

高
め
る
自
己
印
象
操
作
を
行
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
自
分
自
身
に
精
神
的
に
強
い
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

チ
ー
ム
全
体
の
士
気
を
下
げ
て
活
力
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
に
気
づ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

要
す
る
に
エ
ド
モ
ン
ド
ソ
ン
は
「
素
（
す
）」

の
自
分
を
活
か
す
こ
と
が
組
織
行
動
学
的
に

最
も
大
切
で
あ
る
と
強
調
し
ま
す
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
と
「
心
理
的
安
全
性　

　

交
通
問
題
に
お
い
て
考
え
れ
ば
、
従
来
か

ら
イ
ン
シ
デ
ン
ト
（
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
）
報
告

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、
活
か
さ
れ

て
い
な
い
重
大
な
原
因
に
「
心
理
的
安
全

性
」
が
安
全
運
転
チ
ー
ム
で
担
保
さ
れ
て

い
な
い
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
図
1
参
照

　

重
大
事
故
に
至
ら
ず
未
遂
に
終
わ
っ
た

無
数
の
危
険
体
験
を
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

で
共
有
す
れ
ば
多
数
の
運
転
者
の
リ
ス
ク

認
知
度
が
高
ま
る
の
に
、「
心
理
的
安
全

性
」
が
担
保
さ
れ
な
い
チ
ー
ム
で
は
隠
蔽

や
無
口
・
無
関
心
体
質
が
は
び
こ
っ
て
、

貴
重
な
リ
ス
ク
情
報
が
無
駄
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

大
物
政
治
家
の
銃
撃
事
件
の
片
隅
で
発

生
し
て
い
る
、
小
さ
な
リ
ス
ク
の
認
知
の

芽
を
摘
み
取
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。

職場（チーム）の心理的安全性尺度
・1.このチームでは、ミスをしても責められることはない

・2.このチームのメンバーは、問題点や難しい課題を提起することができる

・3.このチームでは、人と違うことを受け入れることがよくある

・4.このチームでは、リスクを冒（おか）しても安全性が保たれる

・5.このチームでは、他のメンバーに助けを求めやすい

・6.このチームでは、私の努力を意図的に無視する行動を取る人はいない

・7.このチームのメンバーと一緒に仕事をしていると、私に自信のあるスキ　
　ルや才能が評価され、活かされる　　　　　            A.C.Edmondson

ヒヤリハット報告と「心理的安全性」

表1

図1 ハインリッヒの法則

一部　改編　金光
チーミング

重大な事故1
29

300 事故未遂
（ヒヤリハット）

軽微な事故

　　　　　　　

４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
危
険
予
知
訓
練
の
解
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
こ
に
気
を
つ
け
よ
う

　

対
向
車
の
動
き
に
ま
ず
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。
も
し
勢
い
よ
く
ス
ピ
ー

ド
を
あ
げ
て
接
近
し
て
く
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
歩
行
者
の
集
団
を
避
け
て
こ

ち
ら
の
車
線
へ
は
み
出
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

万
一
の
た
め
に
、
速
度
を
落
と
し
歩
行
者
の
動
き
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
朝
・
夕
方
の
登
下
校
時
は
い
つ
も
以
上
に
注
意
し
、
子
ど
も
た
ち
を

交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

危険予知訓練を実施しよう（解答）危険予知訓練を実施しよう（解答）

Ｑ１　どのような危険がありますか？
解答・対向車が生徒たちを追い越すために、こちらの車線にはみ
　　　出してくる。
　　・生徒の中から道路を横断してきたり、道路へ飛び出してくる。

Ｑ２　どのようなことに注意して運転をしますか？
解答・生徒たちの動きに注意しながら、徐行して通過する。
　　・対向車の速度や動きに注意し、すぐに止まれる速度で走る。

学校の近くを運転しています。
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～　参加・体験・実践型交通教室　～
安管・運管セーフティスクールの開催

　岡山県安全運転管理者協議会連合会・岡山県運行管理者協議会連合会は、岡山県警察と令和６年度の
共同開催事業として、両連合会傘下の事業所従業員に対する交通安全意識の高揚と運転技術のレベルアッ
プを図ることを目的として、安管 ･ 運管セーフティスクールを開催いたしました。
　本スクールは、岡山県安全安心教育講師団から内匠雄彦氏、一般社団法人日本自動車連盟岡山支部か
ら建部拓氏他２名の講師をお招きし、岡山県運転免許センターにおいて、６月 27 日・28 日の２日間開
催いたしました。
　受講生は、建部講師から講義、雨の中、車両を使用しての急制動・パイロンスラローム走行等の実技
訓練等を受講・体験しました。

【令和７年度　安管・運管交通安全スローガン応募用紙】
 キ リ ト リ　

　安全運転管理者選任事業所並びに運行管理者選任事業所の従業員の交通安全意識の高揚を図ることを
目的に交通安全スローガンを募集します。
　今年も多数の応募をお待ちしております。

令和６年７月１日から11月30日まで募集期間
運転者（同乗者を含む）へ呼びかけるもの（自作、未発表のもの）
・運転マナーの向上　　・飲酒運転の根絶　　・シートベルト等着用率向上　　・交通秩序回復等
・歩行者優先横断歩道　　・早めのライト点灯　

募集部門

安全運転管理者選任事業所並びに運行管理者選任事業所の従業員応募資格
下記応募様式による応募方法

上記送り先へのMail、FAX、郵送または所轄の警察署交通課送付方法
・スローガンは、機関紙「安全運転」の表紙下部に、令和７年４月から令和８年2月号まで掲載します。
 ・最優秀賞・優秀賞・安管特別賞・運管特別賞・佳作に入賞された方は、スローガン・事業所名・お名前を4月号の「安全運転」に公表させていただきます。
・入賞者のスローガンは、両連合会の交通安全活動などにおいて使用させて頂く場合があります。ご了承くださいませ。

発　　表

・最優秀賞　１点（5,000円分）　　　・優秀賞　　２点（3,000円分）　　　・安管特別賞１点（2,000円分）　
・運管特別賞１点（2,000円分）　　　・佳作　　　 ５点（1,000円分）
※最優秀賞・優秀賞には、賞状があります。副賞は商品券です。

賞

〒700-8512　岡山市北区内山下2-4-6　岡山県警察本部交通企画課内
　　　　　　　岡山県安全運転管理者協議会連合会、岡山県運行管理者協議会連合会
　　　　　　　事務局 電話番号（086）234-0110（内5029）　FAX（086）233-2524
　　　　　　　Mail : okayama.ankan.unkan.rengoukai@gmail.com

送り先・問い合わせ先

参　　考 令和6年度安管・運管交通安全スローガン最優秀作品「気を抜くな　ハンドル持つ手は　帰るまで」
・下欄の応募用紙をご利用ください。
・応募作品多数の場合は、事業所名、事業所所在地、連絡先電話番号等必要事項等ご記入の上、応募者　氏名、スロー  
　ガンは、別紙に記載して応募をお願いします。

応募様式

令和７年度
安管・運管 交通安全スローガン募集！

事 業 所 名

事 業 所 所 在 地
〒　　　ー 電話
岡山県 担当者

区分 応 募 者 氏 名 ス　ロ　ー　ガ　ン
１
２
３


